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境
漁
港
の
高
度
衛
生
型
市
場
・
漁
港
整
備
事
業
は
、
ほ
ぼ

完
了
に
近
づ
き
、
残
す
は
来
年
度
中
に
完
成
予
定
の
８
号
上

屋
の
建
設
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
県
営
境
港
地
方
水
産
物

卸
売
市
場(

昭
和
町)

の
主
要
な
施
設
は
１
号
上
屋
が
供
用
開

始
か
ら
６
年
、
２
号
上
屋
が
３
年
経
ち
ま
し
た
。
順
調
に
進

む
同
市
場
の
運
用
状
況
な
ど
を
報
告
し
ま
す
。

安
全
・
安
心
な
水
産
物
を
提
供

安
全
・
安
心
な
水
産
物
を
提
供

安
全
・
安
心
な
水
産
物
を
提
供

安
全
・
安
心
な
水
産
物
を
提
供

境
港
水
産
物
地
方
卸
売
市
場

境
港
水
産
物
地
方
卸
売
市
場

高
度
衛
生
管
理

の
運
用
進
む 

　
同
市
場
の
１
号
上
屋
は
、

２
０
１
９
年
に
供
用
を
開
始
。

マ
グ
ロ
、
ブ
リ(

ワ
ラ
サ
、

　昨年開催された第15回Sea級グルメ全国大会in境港で、
大阪府最南端のまち・岬町からは、岬町産天然マダイや
シラス、小エビをふんだんに入れ込んだ「岬町古墳型カ
レー」を出展しました。
　イベント当日は、ゲストで登壇された俳優の照英さん
を始め、たくさんの皆さんから絶賛の声をいただきました。
　岬町古墳型カレーは、岬町内で飲食店を営む「発酵
と日本酒いちご屋」が、この大会のためだけに〝作るプ
ロセス〟にこだわって開発したメニューで、フードロス削
減・フェーズフリーといった視点で開発したものです。
　具体的には、それだけで味が決まる、常温保存が可
能な旨味調味料の開発を重点的に行い、開発した調味
料を最大限に活用することで、
現地で食数の調整を行うこと
が可能となり、作り過ぎによ
るフードロスの抑制や、さら
には、現地での調理手間の
軽減にもつながりました。
　当日は、その環境負担の少
ない商品であることを高く評
価していただき、【海に優しい
グルメ大賞】を受賞すること
ができました。
　15回大会では、みなとオア
シスみさきが近畿地方唯一の出場となりましたが、Sea
級グルメ全国大会を通して、多くの皆さんに大阪府岬町
を知っていただくことができ、大変嬉しく思います。
　「発酵と日本酒いちご屋」では、このほかにもたくさん
のこだわりの調味料を販売していますので、これを機に
ぜひ皆さんも岬町へ遊びに来てくださいね。
　資料提供：岬町産業観光促進課

私たちのまちのＳｅａ級グルメ ⑮

岬町古墳型カレー

境港大会で「海にやさしいグルメ大賞」を受賞
― みなとオアシスみさき ―

ハ
マ
チ)
な
ど
と
イ
カ
釣
り

漁
船
で
釣
れ
る
イ
カ
が
セ
リ

入
札
ま
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
２
号
上
屋
は
沖
合
底
び
き

網
専
用
上
屋
で
、
松
葉
が
に

を
含
め
て
、
カ
レ
イ
、
ハ
タ

ハ
タ
、
ノ
ド
グ
ロ
、
タ
ラ
な

ど
を
扱
い
、
６
・
７
・
８
月

の
休
漁
期
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

ま
た
、
か
に
か
ご
上
屋
は
、

ベ
ニ
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
専
用
で
す
。

こ
ち
ら
も
、
休
漁
期
の
７
・

８
月
の
使
用
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
ほ
か
の
上
屋
も
含
め

て
同
市
場
で
は
供
用
以
来
、

決
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
の
も
と

で
、
高
度
衛
生
管
理
を
順
調

に
運
用
し
て
い
ま
す
。

　
市
場
内
へ
の
ト
ラ
ッ
ク
や

鳥
な
ど
の
侵
入
は
、
な
く
な

り
ま
し
た
。
ま
た
出
入
り
す

る
人
は
、
必
ず
手
や
長
靴
を

洗
っ
て
入
場
し
、
市
場
内
を

常
に
清
掃
す
る
な
ど
、
ひ
と

手
間
あ
っ
て
面
倒
で
も
皆
さ

ん
が
き
ち
ん
と
ル
ー
ル
を
守

っ
て
い
ま
す
。

　
管
理
を
行
う
鳥
取
県
境
港

水
産
事
務
所(

昭
和
町)

の

山
本
健
也
所
長
は
「
境
漁
港

の
水
産
物
は
鮮
魚
な
ど
の
ほ

か
、
水
産
加
工
で
使
わ
れ
る

原
材
料
も
多
く
あ
り
ま
す
。

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
対
応
の
加
工
場

に
提
供
す
る
た
め
に
も
高
度

衛
生
管
理
型
の
整
備
が
不
可

欠
で
し
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
県
外
や
国
外
か
ら
の
視
察

者
も
「
明
る
く
て
、
き
れ
い

で
、
し
か
も
臭
わ
な
い
市
場

だ
」
と
驚
い
て
い
る
そ
う
で

す
。
日
本
の
水
産
業
を
代
表

す
る
大
日
本
水
産
会
か
ら
は
、

優
良
衛
生
品
質
市
場
・
漁
港

の
認
定
も
受
け
ま
し
た
。

　
ま
た
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
ア
イ

ス
、
減
菌
冷
海
水
、
エ
ア
ー

ポ
ン
プ
、
砕
氷
機
、
低
温
室

な
ど
の
設
備
が
水
産
物
の
品

質
向
上
と
付
加
価
値
を
高
め

る
た
め
積
極
的
に
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

水
揚
げ
さ
れ
た
ワ
ラ
サ
を
１
号
上
屋
に
移
動・選
別
中
の
皆
さ
ん

　
一
方
、
親
し
ま
れ
る
漁
港

に
な
る
こ
と
も
同
整
備
の
目

的
の
一
つ
で
し
た
。
現
在
、

境
港
お
さ
か
な
パ
ー
ク
や
調

理
実
習
室
、
お
さ
か
な
学
習

室
な
ど
が
人
気
で
す
。(

一

社)

境
港
水
産
振
興
協
会
が

実
施
す
る
漁
港
・
市
場
見
学

ツ
ア
ー
も
参
加
人
数
が
増
え

て
い
ま
す
。

　
山
本
所
長
は
「
全
国
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
衛
生
管
理
体
制

で
安
全
・
安
心
な
水
産
物
を

お
届
け
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
召

し
上
が
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
事
務
所

(

☎
42
―
３
１
６
７)

ま
で
。

　
毎
年
９
月
20
日
は
空
の
日

で
す
。
航
空
へ
の
理
解
と
関

心
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、

「
空
の
日
」・「
空
の
旬
間
」

実
行
委
員
会(

事
務
局
＝
米

子
空
港
ビ
ル
㈱
内)

は
10
月

4
日
に
「
米
子
鬼
太
郎
空
港 

空
の
日
イ
ベ
ン
ト
２
０
２

５
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
同
実
行
委
員
会
の
担
当
者

は
「
イ
ベ
ン
ト
に
お
越
し
の

際
は
駐
車
場
の
混
雑
が
予
想

さ
れ
る
た
め
、
Ｊ
Ｒ
・
バ
ス

な
ど
の
公
共
交
通
機
関
の
利

用
や
空
港
周
辺
の
Ｐ
２
・
Ｐ

３
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
」

と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
空
の
日
イ
ベ
ン
ト
の
あ
ら

ま
し
は
、
次
の
通
り
で
す
。

日
時
　
10
月
４
日
㈯
　
午
前

10
時
～
午
後
２
時

場
所
　
米
子
鬼
太
郎
空
港

(

境
港
市
佐
斐
神
町)

内
容
　
▽
鬼
太
郎
が
１
日
空

港
長
に
。
一
緒
に
写
真
が
撮

れ
ち
ゃ
う
▽
豪
華
航
空
券
が

当
た
る
。
台
湾
便
就
航
記
念

大
抽
選
会
▽
憧
れ
の
輸
送
機

が
間
近
に
…
。
航
空
自
衛
隊

Ｃ
―
２
輸
送
機
の
地
上
展
示

＆
機
内
見
学
会
▽
景
品
た
く

さ
ん
。
Ａ
Ｎ
Ａ
紙
飛
行
機
飛

ば
し
大
会
▽
貴
重
な
お
話

(

Ａ
Ｎ
Ａ
整
備
士
に
よ
る
航

空
教
室)

▽
今
回
は
じ
め
て
。

い
ろ
ん
な
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
が

登
場
▽
こ
の
日
だ
け
。
空
港

旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
内
で

も
飲
食
・
物
販
の
特
別
販
売

―
な
ど
、
様
々
な
楽
し
い
イ

ベ
ン
ト
が
目
白
押
し
。

　
同
イ
ベ
ン
ト
は
、
米
子
鬼

太
郎
空
港
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ(

「
米
子
鬼
太
郎
空
港
」

で
検
索)

に
内
容
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
同

実
行
委
員
会
事
務
局(

☎
45

―
６
１
２
１)

に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

10月４日開催

空の日イベント2025
― 米子鬼太郎空港 ―
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２
曲
目
を
リ
リ
ー
ス

デ
ジ
タ
ル
シ
ン
グ
ル「
だ
ん
だ
ん
」を
配
信
中

上
田
ま
り
え

フ
ィ
ッ
シ
ュ
大
使

　

境
港
フ
ィ
ッ
シ
ュ(

Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｈ)

大
使
の
上
田
ま
り
え
さ
ん

が
、
２
曲
目
の
デ
ジ
タ
ル
シ
ン
グ
ル
「
だ
ん
だ
ん
」
を
こ
と

し
８
月
18
日
に
リ
リ
ー
ス
し
ま
し
た
。
Ａ
ｐ
ｐ
ｌ
ｅ 

Ｍ
ｕ

ｓ
ｉ
ｃ
、
Ｓ
ｐ
ｏ
ｔ
ｉ
ｆ
ｙ
、
Ａ
ｍ
ａ
ｚ
ｏ
ｎ 

Ｍ
ｕ
ｓ
ｉ

ｃ
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ 

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
を
は
じ
め
、
世
界
１
８
５
カ

国
・
55
以
上
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
配
信
中
で
す
。

　「
だ
ん
だ
ん
」
は
、
こ
と

し
７
月
に
境
港
で
開
催
さ
れ

た
「
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｉ 

Ｍ
Ｕ
Ｓ

Ｉ
Ｃ 

Ｆ
Ｅ
Ｓ 

２
０
２
５
」

に
上
田
大
使
が
出
演
オ
フ
ァ

ー
を
受
け
た
こ
と
を
き
っ
か

け
に
制
作
が
ス
タ
ー
ト
。
作

詞
は
上
田
大
使
が
手
掛
け
、

18
歳
ま
で
過
ご
し
た
境
港
で

の
思
い
出
や
景
色
を
重
ね
、

故
郷
へ
の
深
い
想お

も

い
を
綴
っ

た
楽
曲
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
作
曲
・
編
曲
・
ギ
タ
ー
演

奏
は
、
数
々
の
ご
当
地
ソ
ン

グ
や
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
を
手
掛

け
る
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ

タ
ー
・
石
田
洋
介
氏
が
担
当
。

心
に
じ
ん
わ
り
と
染
み
込
む

よ
う
な
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
世
代

を
超
え
て
響
き
渡
り
ま
す
。

　
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
写
真
も
上
田

大
使
自
身
が
撮
影
と
デ
ザ
イ

ン
を
担
当
。
フ
ェ
ス
へ
の
出

演
の
た
め
に
帰
省
し
た
際
、

一
眼
カ
メ
ラ
片
手
に
弓
ヶ
浜

へ
行
き
、
海
と
大
山
、
夕
暮

れ
の
空
を
切
り
取
り
ま
し
た
。

　
上
田
大
使
は
「
大
学
進
学

を
機
に
18
歳
で
上
京
し
て
か

ら
20
年
が
経
ち
、
鳥
取
に
い

た
と
き
よ
り
も
、
離
れ
て
か

ら
の
時
間
の
ほ
う
が
長
く
な

り
ま
し
た
。
だ
ん
だ
ん
時
間

は
過
ぎ
、
だ
ん
だ
ん
記
憶
は

薄
れ
る
け
れ
ど
、
だ
ん
だ
ん

故
郷
へ
の
愛
は
深
ま
っ
て
い

ま
す
。
境
港
で
生
ま
れ
育
っ

た
こ
と
の
幸
せ
を
、
年
々
、

だ
ん
だ
ん
感
じ
る
中
で
、
故

郷
か
ら
素
敵
な
ご
縁
を
も
ら

っ
て
、『
だ
ん
だ
ん
』
を
制

作
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」
と
楽
曲
誕
生
へ
の
思
い

を
吐
露
。

　
ま
た
「
大
好
き
な
故
郷
の

皆
さ
ん
に
『
あ
り
が
と
う
』

の
気
持
ち
を
伝
え
た
く
て
、

タ
イ
ト
ル
は
副
詞
の
『
だ
ん

だ
ん
』
と
の
ダ
ブ
ル
ミ
ー
ニ

ン
グ
に
し
ま
し
た
。
ゆ
っ
く

り
と
時
間
を
か
け
て
だ
ん
だ

ん
広
が
り
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
自
然
と
口
ず
さ
ん
で
く
だ

さ
る
よ
う
な
身
近
な
曲
に
な

れ
ば
、
う
れ
し
い
で
す
」
と

語
り
ま
し
た
。

上
田
ま
り
え
大
使
が
撮
影
し
た
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
写
真　Wesmo!は、JR西日本グループが展開するサービ

スで、JR西日本のポイントサービス「WESTERポイ
ント」が貯まり、全国の提携店舗やコンビニで利用
できます。加盟店の売り上げは翌日には手数料無料
で入金され、さらに現在はキャンペーン中のため、
銀行口座への出金も手数料ゼロで可能。
　「キャッシュレス導入にはコストや手数料の壁が
ありましたが、Wesmo!なら初期費用なしで安心し
て始められます」と松本駅長は話します。
　実際に導入した店舗からは「キャンペーン期間に
合わせてセールを行ったところ、新たな客層を呼び
込むことができた」といった声や、「商店街全体で
導入を予定しており、
地域全体の活性化に
つながる」といった期
待の声も寄せられてい
ます。
　松本駅長は「加盟
店が増えることで、買
い物の楽しみ方が広
がり、駅周辺や市街
地のにぎわいづくりに
貢献できれば」と話し
ます。
　また「ベンリで、おト
クで、楽しいWESTER
ポイントが貯まる。そ
れがWesmo!の魅力で
す。ぜひ地域のお店に
も導入いただき、JRも一緒になって地元を盛り上げ
ていきましょう」と力強く呼びかけました。
　境港では、加盟を検討する皆さん
を対象に、10月22日(水)午後２時30
分から、境港商工会議所で説明会
が開催されます。申し込みは、次の
２次元コードから。
　詳しくは、Wesmo!加盟店業務パートナー・日本
旅行(☎066－449－901)にお問い合わせください。

Part

76企業探訪企業探訪企業探訪
JR西日本の新しいキャッシュレス決済

― JR境港駅 ―

ポイントでおトク、街も元気に

　JR西日本は、地域と連携した新たなキャッシ
ュレス決済サービス「Wesmo!」の普及に取り組
んでいます。利用者にとってはポイントが貯まって
お得に使えるサービスで、加盟店にとっても負担
の少ない仕組みが整っているのが特徴です。今回
の「企業探訪」は、JR境港駅(大正町)の松本憲
吾駅長に導入の背景と今後の展望を伺いました。

ＪＲ境港駅前でＰＲする
松本健吾駅長Ⓒ水木プロ

　
男
女
と
も
に
仕
事
と
育
児

・
介
護
が
両
立
で
き
る
よ
う

に
す
る
た
め
、
育
児
・
介
護

休
業
法
が
改
正
さ
れ
、
こ
と

し
４
月
か
ら
順
次
施
行
さ
れ

て
い
ま
す
。

 

４
月
１
日
施
行
の

 
主
な
改
正
内
容

子
の
看
護
休
暇
の
見
直
し
　

　
名
称
が
「
子
の
看
護
等
休

暇
」
と
さ
れ
、
取
得
対
象
と

な
る
子
ど
も
の
範
囲
が
「
小

学
校
３
年
生
終
了
ま
で
」
に

拡
大
さ
れ
ま
し
た
。
取
得
理

由
も
「
感
染
症
に
伴
う
学
級

閉
鎖
等
」「
入
園(

入
学)

式
、

卒
業
式
」
が
追
加
さ
れ
て
い

ま
す

所
定
外
労
働
時
間
の
制
限

(

残
業
免
除)

の
対
象
拡
大

　
請
求
で
き
る
対
象
が
「
小

学
校
就
学
前
の
子
を
養
育
す

る
労
働
者
」
に
拡
大
さ
れ
て

い
ま
す

介
護
離
職
防
止
の
た
め
の
雇

用
環
境
整
備
義
務
　
介
護
休

業
や
介
護
両
立
支
援
制
度
の

申
し
出
が
円
滑
に
行
わ
れ
る

よ
う
、
事
業
主
は
▽
研
修
実

施
▽
相
談
窓
口
設
置
▽
利
用

事
例
の
収
集
提
供
▽
利
用
促

進
方
針
の
周
知
―
の
い
ず
れ

か
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
が

義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た

介
護
離
職
防
止
の
た
め
の
個

別
の
周
知
・
意
向
確
認
義
務

等
　
介
護
に
直
面
し
た
旨
を

申
し
出
た
労
働
者
に
、
介
護

休
業
な
ど
の
制
度
内
容
の
周

知
と
制
度
の
利
用
意
向
の
確

認
を
個
別
に
行
う
こ
と
や
、

介
護
に
直
面
す
る
前
の
早
い

段
階(

40
歳
な
ど)

で
の
介

護
休
業
制
度
な
ど
に
つ
い
て

の
情
報
提
供
が
事
業
主
の
義

務
と
な
っ
て
い
ま
す

 

10
月
１
日
施
行
の

 

主
な
改
正
内
容

育
児
期
の
柔
軟
な
働
き
方
を

実
現
す
る
た
め
の
措
置
の
義

務
化
　
３
歳
か
ら
小
学
校
就

学
前
の
子
を
養
育
す
る
労
働

者
に
対
し
▽
始
業
・
終
業
時

刻
の
変
更
▽
テ
レ
ワ
ー
ク
な

ど
▽
保
育
施
設
の
設
置
運
営

な
ど
▽
養
育
両
立
支
援
休
暇

の
付
与
▽
短
時
間
勤
務
制
度

―
の
中
か
ら
二
つ
以
上
の
措

置
を
選
択
・
提
供
し
、
そ
の

う
ち
一
つ
を
選
択
し
て
利
用

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が

事
業
主
に
義
務
づ
け
ら
れ
ま

す仕
事
と
育
児
の
両
立
に
関
す

る
個
別
の
意
向
聴
取
・
配
慮

の
義
務
化
　
従
前
の
妊
娠
・

出
産
な
ど
の
申
し
出
時
の
支

援
制
度
な
ど
の
個
別
の
周
知

と
利
用
意
向
の
確
認
に
加
え
、

子
が
３
歳
に
な
る
ま
で
の
適

切
な
時
期
に
柔
軟
な
働
き
方

を
実
現
す
る
た
め
の
措
置
の

周
知
と
各
種
制
度
の
利
用
意

向
の
確
認
を
行
う
こ
と
が
事

業
主
に
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

併
せ
て
、
妊
娠
出
産
な
ど
の

申
し
出
時
と
子
が
３
歳
に
な

る
前
の
適
切
な
時
期
に
勤
務

時
間
帯
や
勤
務
地
ほ
か
の
就

業
条
件
に
つ
い
て
労
働
者
の

意
向
を
個
別
に
聴
取
し
、
配

慮
す
る
こ
と
も
義
務
と
な
り

ま
す

　
法
改
正
へ
の
対
応
は
簡
単

で
は
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

必
要
な
就
業
規
則
の
改
定
を

行
う
な
ど
、
体
制
の
整
備
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
と

考
え
ま
す
。

働き方改革サポートオフィス鳥取

センター長 長谷川誠氏

寄稿 働き方改革の要点③
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•
•
•
•
•
•
•
•

ち
ょ
っ
と拝 見

― エンチーム弓ヶ浜工場 ―

OEM化粧品増産へ
第２工場を建設

　

自
社
ブ
ラ
ン
ド
と
Ｏ
Ｅ
Ｍ(

受
託
製
造)

の
化
粧
品
を
生
産

す
る
エ
ン
チ
ー
ム
㈱(

大
阪
市
、
松
岡
忠
幸
社
長)

は
、
こ
の

た
び
弓
ヶ
浜
工
場(

竹
内
団
地)

に
第
２
工
場
を
建
設
。
Ｏ
Ｅ

Ｍ
製
品
の
増
産
体
制
を
整
え
た
同
社
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
同
社
の
第
２
工
場
は
第
１

工
場
に
隣
接
し
た
土
地
に
建

設
。
敷
地
面
積
は
、
約
３
３支

援
メ
ニ
ュ
ー
編

とっとり国際
ビジネスセンター

海
外
展
開
の
ス
ス
メ

国
際
協
力
を
足
掛
か
り
に

―
事
業
の
内
容
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　「
大
き
な
特
色
は
、
調

査
経
費
と
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
サ
ー
ビ
ス
の
支
援
で

す
。
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
は
、

対
象
国
の
基
礎
情
報
を
収

集
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

を
検
証
す
る
『
ニ
ー
ズ
確

認
調
査
』
と
、
そ
の
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
を
精
緻
化
し
、

　

自
社
の
製
品
や
技
術
を
使
っ
て
、
開
発
途
上
国
の
社
会

課
題
を
解
決
し
、
海
外
展
開
の
足
掛
か
り
に
し
よ
う
と
い

う
企
業
が
増
え
て
い
ま
す
。
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機

構(

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ)

で
は
、
民
間
活
力
を
活
か
し
て
国
際
貢
献

を
行
う
「
中
小
企
業
・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
事
業
」

を
展
開
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
中
国
セ
ン
タ
ー

総
務
課
の
川
本
寛ひ

ろ

之ゆ
き

課
長
に
伺
い
ま
し
た
。

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
策
定
す

る『
ビ
ジ
ネ
ス
化
実
証
事
業
』

の
二
つ
で
す
。
い
ず
れ
も
採

択
さ
れ
た
企
業
に
は
、
途
上

国
ビ
ジ
ネ
ス
の
知
見
に
富
む

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
伴
走
し

て
支
援
を
し
ま
す
」

―
初
め
て
取
り
組
む
時
は
何

か
ら
始
め
れ
ば
よ
い
で
す
か
。

　「
ま
ず
は
、
情
報
収
集
を

し
ま
し
ょ
う
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
で

は
初
め
て
海
外
展
開
に
取
り

組
ま
れ
る
皆
さ
ん
向
け
の
オ

ン
ラ
イ
ン
研
修
を
行
っ
て
お

り
、
ネ
ッ
ト
上
で
録
画
を
ご

視
聴
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
民
間
連
携
事
業
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
、
海
外

展
開
に
向
け
た
資
料
を
多
数

掲
載
し
て
い
ま
す
し
、
分
か

ら
な
い
こ
と
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
中

国
セ
ン
タ
ー(

☎
０
８
２
―

４
２
１
―
６
３
０
０)

に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
」

―
鳥
取
県
で
取
り
組
ん
だ

企
業
は
あ
り
ま
す
か
。

　「
鳥
取
県
で
は
、
過
去
12

件
が
採
択
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
日
本
海
冷
凍
魚

㈱(

昭
和
町)

が
ベ
ト
ナ
ム

で
、
自
社
の
技
術
を
活
用
し

て
カ
ニ
加
工
で
発
生
す
る
ゆ

で
汁
を
有
効
活
用
す
る
調
査

を
実
施
さ
れ
ま
し
た
」

―
企
業
の
皆
さ
ん
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

　「
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
は
、

ユ
ニ
ー
ク
な
技
術
や
サ
ー
ビ

ス
を
お
持
ち
の
企
業
が
た
く

さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。
皆

さ
ん
の
技
術
、
サ
ー
ビ
ス
を

開
発
途
上
国
で
活
か
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
ご
連
絡
お
待
ち

し
て
い
ま
す
」

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て

　
企
業
が
海
外
展
開
に
取
り

組
む
こ
と
に
な
っ
た
き
っ
か

け
は
様
々
で
す
。
と
っ
と
り

国
際
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
で

は
、
関
係
機
関
と
協
力
し
な

が
ら
、
様
々
な
国
の
情
報
や

支
援
制
度
の
提
供
に
努
め
て

い
ま
す
。

第2工場の主力装置を紹介する岡村真澄工場長

１
７
平
方
㍍
で
、
工
場
面
積

は
１
８
２
６
平
方
㍍(

２
階

建
て)

で
す
。
現
地
レ
ベ
ル

の
意
見
や
ア
イ
デ
ア
を
反
映

し
、
大
型
案
件
の
製
造
重
視

に
徹
し
た
構
造
で
設
計
さ
れ

ま
し
た
。

　
２
０
１
９
年
に
稼
働
し
た

第
１
工
場
は
主
に
小
ロ
ッ
ト
、

多
品
種
対
応
と
工
場
見
学
を

重
視
し
て
建
設
さ
れ
、
生
産

可
能
量
は
１
回
に
つ
き
３
０

０
㌔
㌘
程
度
で
し
た
が
、
第

２
工
場
は
そ
の
倍
以
上
の
生

産
が
可
能
で
す
。

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ベ
ト
ナ
ム
、

タ
イ
な
ど
の
東
南
ア
ジ
ア
か

ら
Ｏ
Ｅ
Ｍ
生
産
の
依
頼
や
問

い
合
わ
せ
が
多
数
来
る
よ
う

に
な
り
、
大
量
生
産
の
需
要

に
応
え
る
必
要
が
出
て
き
た

こ
と
が
今
回
の
新
工
場
建
設

の
理
由
で
し
た
。

　
弓
ヶ
浜
工
場
で
は
Ｏ
Ｅ
Ｍ

の
ほ
か
、
国
内
製
造
の
ヒ
ト

脂
肪
由
来
の
培
養
液
な
ど
を

配
合
し
た
各
種
オ
リ
ジ
ナ
ル

コ
ス
メ
も
製
造
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
適
度
に
弾
力
の

あ
る
み
ず
み
ず
し
い
使
用
感

で
、
高
保
湿
を
テ
ー
マ
に
し

た
美
容
液
や
目
元
用
ク
リ
ー

ム
な
ど
の
新
商
品
を
開
発
。

10
月
1
日
か
ら
発
売
の
予
定

で
す
。

　
同
社
は
創
業
か
ら
50
年
以

上
、
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
、
時
代
に
合

わ
せ
て
様
々
な
化
粧
品
や
健

康
食
品
を
提
案
。
化
粧
品
に

つ
い
て
は
、
美
容
・
エ
ス
テ

業
界
向
け
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

ブ
ラ
ン
ド
や
Ｏ
Ｅ
Ｍ
供
給
を

40
年
以
上
続
け
、
累
計
２
０

０
０
品
種
以
上
の
商
品
を
提

供
し
て
き
た
実
績
が
あ
り
ま

す
。

　
弓
ヶ
浜
工
場
の
岡
村
真ま

澄す
み

工
場
長
は
「
当
工
場
に
は
23

人
の
従
業
員
が
い
ま
す
。
第

２
工
場
は
現
在
、
徐
々
に
稼

働
率
を
高
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
本
格
稼
働
す
れ
ば

今
の
倍
く
ら
い
の
人
数
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
地
元
の
人

を
た
く
さ
ん
雇
用
し
て
地
域

の
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
で

す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
工
場(

☎

30
―
３
０
０
０)

に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
地
元
企
業
の
今
日
が
あ
る

の
は
、
こ
の
人
た
ち
の
力
が

あ
っ
た
か
ら
―
。

　
長
年
、
職
場
の
模
範
と
な

っ
て
い
る
従
業
員
を
称
え
よ

う
と
、
境
港
商
工
会
議
所
は

こ
と
し
も
「
優
良
従
業
員
表

彰
式
」
を
11
月
23
日
・
勤
労

感
謝
の
日
に
行
い
ま
す
。

　
受
賞
候
補
者
推
薦
の
あ
ら

ま
し
は
、
次
の
通
り
で
す
。

候
補
者
の
資
格
　
同
一
の
事

業
所(

境
港
商
工
会
議
所
の

会
員
事
業
所)

に
10
年
以
上

勤
務
し
、
事
業
主
か
ら
特
に

勤
務
成
績
が
優
良
と
認
め
ら

れ
た
従
業
員

推
薦
期
限
　
10
月
３
日
㈮

(

必
着)

表
彰
式
　
11
月
23
日
㈰

　
推
薦
方
法
な
ど
、
詳
し
く

は
境
港
商
工
会
議
所
総
務
課

(

☎
44
―
１
１
１
１)

へ
。

優良従業員表彰

候補者の推薦を
ー 境港商議所 ー

会　員
事業所

　境港商工会議所は､
市内の事業所に無料
で専門家を派遣して
います｡
　小規模事業者や中
小企業の経営に関わ
る様々な分野の専門
家が課題解決の第一
歩に向け、お手伝い
をするものです。
　詳しくは、境港商工
会議所相談課（☎ 4 4
－１１１１)まで。

経営課題解決に
専門家を派遣
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 米子市水道局指定工事店

 公共下水道指定工事店　ＬＰガス　住宅設備機器

鳥取県境港市幸神町１５４番地

TEL(0859)45-2131(代)

足立燃料有限会社
代表取締役社長 足 立 　 祥

代表取締役 野　間　繁　雄

本社／境港市朝日町20　  ＴＥＬ  4 2－3131（代）

山　陰　冷　蔵　(株)

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

　

境
港
商
工
会
議
所
は
毎
月
１
回
、
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｔ
鳥
取
県

知
財
総
合
支
援
窓
口
の
協
力
を
得
て
、
毎
月
第
２
水
曜
日

に
知
財
無
料
相
談
会
を
開
催
し
、
知
的
所
有
権
に
関
す
る

様
々
な
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
同
相
談
会

の
支
援
担
当
者
・
田
中
俊
彦
さ
ん
に
、
商
標
権
の
使
用
を

め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
寄
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

店
名
が
他
社
商
標
に
抵
触

　
Ｆ
社
が
運
営
す
る
飲
食

店
「
ａ
ｂ
ｃ
」
は
鳥
取
県

で
約
20
年
間
、
営
業
を
続

け
て
き
ま
し
た
。

　
あ
る
日
、「
ａ
ｂ
ｃ
」

と
い
う
名
称
を
商
標
登
録

し
て
い
る
関
西
地
方
の
企

業
Ｘ
社
か
ら
「
そ
の
店
名

は
当
社
の
商
標
権
を
侵
害
し

て
い
る
」
と
の
警
告
書
が
届

き
ま
す
。
Ｘ
社
は
飲
食
業
と

は
異
な
る
業
種
で
事
業
を
展

開
し
て
お
り
、
Ｆ
社
と
は
直

接
的
な
関
係
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
Ｆ
社
は
、
知
的
財
産
に
関

す
る
知
識
や
経
験
が
な
か
っ

た
た
め
、
対
応
に
苦
慮
し
て

い
た
と
こ
ろ
、
経
営
者
仲
間

か
ら
「
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｔ
鳥
取
県

知
財
総
合
支
援
窓
口
」
を
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

商
標
に
詳
し
い
弁
理
士
の
派

遣
を
受
け
、
専
門
家
の
助
言

の
も
と
対
応
を
開
始
し
ま
し

た
。

　
ま
ず
、
Ｆ
社
は
「
自
社
が

先
に
こ
の
名
称
を
使
用
し
て

い
た
」
と
い
う
先
使
用
権
の

主
張
を
検
討
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
先
使
用
権
が
認
め
ら

れ
る
た
め
に
は
「
ａ
ｂ
ｃ
」

と
い
う
店
名
が
周
辺
地
域
に

広
く
知
ら
れ
て
お
り
、
継
続

的
に
使
用
し
て
い
た
こ
と
を

立
証
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
地

域
で
の
認
知
度
が
想
定
よ
り

も
低
く
、
先
使
用
権
の
主
張

は
断
念
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　
次
に
Ｆ
社
は
、
Ｘ
社
の
商

標
が
実
際
に
は
使
わ
れ
て
い

な
い
可
能
性
に
着
目
し
、
不

使
用
取
消
審
判
を
申
し
立
て

水
産
ま
つ
り
の
ポ
ス
タ
ー
を
手
に
す
る
江
尻
敏
美
会
長

　

昨
年
は
２
万
３
０
０
０
人
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
っ
た
境
港

水
産
ま
つ
り
。
39
回
目
を
迎
え
る
今
回
の
水
産
ま
つ
り
に
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
、(

一
社)

境
港
水
産
振
興
協
会(

昭
和
町)

の

江え

尻じ
り

敏と
し

美み

代
表
理
事
会
長
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

―
水
産
ま
つ
り
が
近
づ
い
て

き
ま
し
た
。

　「
は
い
。
10
月
12
日
㈰
に

魚
市
場
の
周
辺
で
開
催
し
ま

す
。
テ
ー
マ
は
〝
安
全
・
安

心
・
新
鮮 

浜
っ
子
の
心
い
き
”

で
す
。
み
な
と
祭
や
ま
ぐ
ろ

感
謝
祭
と
並
ぶ
境
港
の
三
大

祭
り
の
一
つ
と
し
て
盛
大
に

行
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ま
つ
り
に
際
し
て
境

港
市
を
始
め
、
当
協
会
会
員

企
業
の
皆
さ
ん
か
ら
協
賛
金

や
人
的
派
遣
な
ど
の
多
大
な

る
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
心
か
ら
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
」

―
今
回
の
内
容
は
。

　「
恒
例
の
マ
グ
ロ
解
体
シ

ョ
ー
や
境
漁
港
で
水
揚
げ
さ

れ
た
鮮
魚
の
セ
リ
即
売
体
験

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

ベ
ニ
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
の
姿
を
１

枚
、
先
着
５
０
０
人
に
進
呈

し
ま
す
。
ベ
ニ
ズ
ワ
イ
ガ
ニ

の
食
べ
方
を
紹
介
す
る
コ
ー

ナ
ー
や
大
抽
選
会
な
ど
も
あ

り
ま
す
」

―
各
種
店
舗
も
多
数
出
店
し

ま
す
ね
。

スポットライトスポットライト 第39回 境港水産まつり
境港水産振興協会 江尻会長に聞く

　「
市
場
の
中
に
９
店
舗
、

屋
外
に
17
店
舗
が
出
店
し
ま

す
。
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
も
来
ま

す
よ
。
隣
の
水
産
物
直
売
セ

ン
タ
ー
も
営
業
し
て
い
ま
す

の
で
、
魚
介
類
が
よ
り
ど
り

み
ど
り
で
す
」

―
最
後
に
市
民
の
皆
さ
ん
に

Ｐ
Ｒ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　「
境
港
は
水
産
の
街
な
の

で
、
皆
さ
ん
に
魚
を
た
く
さ

ん
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
で
、
活
気
が
あ
る
の
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
感

謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
開
催

し
ま
す
。
ま
た
、
お
肉
に
押

さ
れ
気
味
の
、
魚
食
の
普
及

に
努
め
る
こ
と
も
目
的
の
一

つ
で
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
」

　
第
39
回
境
港
水
産
ま
つ
り

の
あ
ら
ま
し
は
、
次
の
通
り

で
す
。

日
時
　
10
月
12
日
㈰
　
午
前

８
時
～
午
後
１
時

場
所
　
県
営
境
港
水
産
物
地

方
卸
売
市
場
周
辺(

昭
和
町)

　
詳
し
く
は
、
境
港
水
産
振

興
協
会(

☎
44
―
６
６
６
８) 

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
商
標
登

録
さ
れ
て
い
て
も
、
一
定
期

間
使
用
さ
れ
て
い
な
い
場
合

に
は
、
登
録
を
取
り
消
す
こ

と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

　
し
か
し
Ｘ
社
は
、
あ
る
店

に
「
ａ
ｂ
ｃ
」
の
使
用
許
諾

を
し
て
い
た
と
主
張
し
、
結

果
的
に
こ
の
審
判
で
も
Ｆ
社

側
は
敗
訴
と
な
り

ま
し
た
。

和
解
で
店
名
使
用

が
可
能
に

　
そ
の
後
、
対
応

し
て
い
た
弁
理
士

か
ら
、
知
的
財
産

訴
訟
に
詳
し
い
弁

護
士
を
紹
介
し
て

も
ら
い
、
和
解
を

前
提
と
し
た
審
決

取
消
訴
訟
の
提
起

を
決
断
し
ま
す
。

　
そ
の
結
果
、
Ｘ
社
と
の
間

で
和
解
が
成
立
し
、
Ｆ
社
は

引
き
続
き
「
ａ
ｂ
ｃ
」
の
名

称
を
使
用
で
き
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
最
終
的
に
問
題
は
解
決
し

ま
し
た
が
、
そ
こ
に
至
る
ま

で
に
は
時
間
、
費
用
、
精
神

的
な
負
担
が
大
き
く
、
Ｆ
社

の
経
営
者
は
「
こ
ん
な
に

大
変
な
思
い
を
す
る
な
ら
、

最
初
か
ら
商
標
を
取
得
し

て
お
け
ば
よ
か
っ
た
」
と

語
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
商
標
に
関

す
る
ト
ラ
ブ
ル
は
、
業
種

や
事
業
規
模
に
関
係
な
く
、

ど
の
よ
う
な
事
業
者
に
も

起
こ
り
得
ま
す
。

　
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｔ
鳥
取
県
知

財
総
合
支
援
窓
口
で
は
、

商
標
調
査
や
出
願
の
方
法
、

権
利
ト
ラ
ブ
ル
の
対
応
ま

で
、
知
的
財
産
に
関
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
無
料

で
ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

【
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｔ
鳥
取
県
知

財
総
合
支
援
窓
口(

米
子

窓
口)

☎
０
８
５
９
―
36

―
８
３
０
０
】

特別寄稿特別寄稿

そ
の
店
名
、使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
！

Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｔ
鳥
取
県
知
財
総
合
支
援
窓
口 

支
援
担
当
者

田
中
俊
彦
氏

突
然
届
い
た
商
標
権
侵
害
警
告
書

境港商議所

毎
月
１
回
開
催

各
種
相
談
会

　
境
港
商
工
会
議
所
は
、
市

内
事
業
者
に
向
け
て
各
種
相

談
会
を
毎
月
1
回
ず
つ
開
催

し
て
い
ま
す(

秘
密
厳
守
、

相
談
料
無
料)

。

　
相
談
会
の
名
称
は
▽
よ
ろ

ず
支
援
拠
点
経
営
相
談
会

(

開
催
日
の
２
日
前
ま
で
の

予
約
が
必
要)

▽
知
財
無
料

相
談
会(

開
催
日
前
日
午
前

中
ま
で
の
予
約
が
必
要)

▽

事
業
承
継
個
別
相
談
会(

開

催
日
前
日
ま
で
の
予
約
が
必

要)

―
で
す
。
会
場
は
、
い

ず
れ
も
境
港
商
工
会
議
所
・

経
営
支
援
室(

上
道
町)

。

　
詳
し
く
は
、
境
港
商
工
会

議
所
相
談
課(

☎
44
―
１
１

１
１)

ま
で
。

相談会の名称

よろず支援拠点経営相談会

知財無料相談会

事業承継個別相談会

日　時

10月の相談会スケジュール

10月14日㈫ 午後1時～4時

10月８日㈬ 午後1時～4時

10月16日㈭ 午後1時～4時

店名使用が可能になるまでの経過

4
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•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
第
２
回
会
議

誰
も
が
働
き
や
す
い
ま
ち
実
現
へ

境  港  市

クローズアップ

　

昨
年
４
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
水
木
し
げ

る
記
念
館
を
同
館
の
学
芸
員
が
紹
介
す
る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。

今
回
の
執
筆
者
は
、
坂
本
茜あ

か
ね

さ
ん
で
す
。

　
水
木
し
げ
る
記
念
館
で
は
、

貴
重
な
原
画
を
約
半
年
ご
と

に
入
れ
替
え
て
展
示
し
て
お

り
、
水
木
し
げ
る
の
原
画
を

ほ
ぼ
年
間
を
通
し
て
鑑
賞
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
昨
年

の
「
鬼
太
郎
の
誕
生
」、
こ

と
し
４
月
に
始
ま
っ
た
「
水

木
し
げ
る
の
戦
記
漫
画
」
も

多
く
の
皆
さ
ん
に
お
越
し
い

た
だ
き
、
大
変
好
評
で
し
た
。

　
今
月
11
日
㈯
か
ら
は
、
新

し
い
企
画
展
「
水
木
し
げ
る

の
大
昭
和
史
展
」
が
始
ま
り

ま
す
。
こ
と
し
は
昭
和
元
年

か
ら
数
え
て
、
ち
ょ
う
ど
１

０
０
年
目
の
「
昭
和
１
０
０

年
」
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
節
目
の
年
を
記
念
し
、

企
画
展
で
は
水
木
し
げ
る
が

１
９
８
８
年
に
発
表
し
た
漫

画
『
昭
和
史
』
の
原
画
を
展

示
し
ま
す
。
水
木
し
げ
る
が

描
い
た
昭
和
の
風
景
を
、
ぜ

ひ
原
画
で
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

　
企
画
展
の
会

期
は
２
０
２
５

年
10
月
11
日
か

ら
２
０
２
６
年

４
月
５
日
㈰
、

会
期
中
は
無
休

で
す
。
詳
し
い

内
容
は
、
水
木

し
げ
る
記
念
館

公
式
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ(

「
水
木

「水木しげるの大昭和史展」メイン
ビジュアル　　　　 　 Ⓒ水木プロ

学芸員が紹介

水木しげる記念館パート14
「水木しげるの大昭和史展｣スタート

住
者
ら
で
作
る
人
口
減
少
対

策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

(

会
長
＝
木
村
美
樹
雄
・
㈱

海
産
物
の
き
む
ら
や
社
長)

を
設
置
し
ま
し
た
。
Ｐ
Ｔ
は
、

市
内
在
住
・
在
勤
の
20
歳
代

か
ら
40
歳
代
ま
で
の
男
女
12

人
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
第
１
回
会
議
で
は
、
人
口

減
少
の
逓
減
化
、
雇
用
創
出
、

所
得
向
上
、
男
女
共
同
参
画
、

女
性
活
躍
の
推
進
と
い
う
視

点
か
ら
、
現
在
の
境
港
市
の

施
策
に
つ
い
て
検
証
し
、
委

員
か
ら
は
67
項
目
の
指
摘
、

提
案
、
質
問
、
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。

　
第
２
回
会
議
で
は
第
1
回

会
議
を
踏
ま
え
て
▽
若
者
や

女
性
に
も
選
ば
れ
る
ま
ち
づ

く
り
▽
安
心
し
て
子
ど
も
を

育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環
境

づ
く
り
▽
地
方
の
活
力
を
創

出
す
る
社
会
の
構
築
▽
人
口

減
少
下
に
お
け
る
持
続
可
能

　
境
港
市
の
人
口

は
３
万
２
１
６
４

人(
こ
と
し
４
月

末
現
在)
で
、
国

立
社
会
保
障
・
人

口
問
題
研
究
所
の

推
計
で
は
、
２
０

７
０
年
に
１
万
４

３
３
人
に
な
る
と

み
て
お
り
、
市
は

同
年
の
人
口
を
少

し
で
も
逓
減
化
さ

せ
る
目
標
を
掲
げ

て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
市
は

境
港
商
工
会
議
所

と
連
携
し
、
地
元

の
若
手
経
営
者
や

女
性
会
社
員
、
移

な
ま
ち
づ
く
り
―
の
項
目
ご

と
に
意
見
を
交
換
。

　
次
回
会
議
で
は
、
こ
れ
ま

で
出
さ
れ
た
意
見
を
集
約
し
、

提
言
内
容
を
取
り
ま
と
め
、

最
終
提
言
を
決
定
す
る
予
定

で
す
。

　
Ｐ
Ｔ
は
、
同
提
言
を
10
月

に
伊
達
憲
太
郎
境
港
市
長
に

提
出
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と

な
っ
て
お
り
、
市
は
２
０
２

６
年
度
予
算
案
な
ど
に
反
映

さ
せ
る
考
え
で
す
。

し
げ
る
記
念
館
」で
検
索)

で
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
来
館
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

境
港
市
は
８
月
29
日
、
「
ス
ト
ッ
プ
！
人
口
減
少 

目
指

せ
！
だ
れ
も
が
働
き
や
す
い
ま
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

(

Ｐ
Ｔ)

」
の
第
２
回
検
討
会
議
を
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー(

み

な
と
テ
ラ
ス
、
上
道
町)
で
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
の
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
は
、
同
Ｐ
Ｔ
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

活
発
に
意
見
を
交
わ
し
た
出
席
者

経営改善への取り組みを始めてみませんか！
鳥取県中小企業活性化協議会（経営改善支援センター)

【相談・問い合わせ先】
〒689-1112　鳥取市若葉台南７丁目５番１号　
公益財団法人 鳥取県産業振興機構
　鳥取県中小企業活性化協議会（経営改善支援センター）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当：田井、上前
TEL 0857-33-0197  　Email:kaizen@toriton.go.jp

早期経営改善計画策定支援事業
（通称：バリューアップ事業）

経営改善計画策定支援事業
（通称：４０５事業）

♢ここのところ､資金繰りが不安定だ
♢新型コロナで影響を受けた経営
　を立て直したい
♢自社の状況を客観的に把握したい
♢専門家から経営のアドバイスが
　欲しい…など
※金融支援を必要としません。

♢必要な売上や利益を確保できる
　経営管理を
♢ガバナンス体制を整備したい
♢黒字体質の企業に転換させたい
♢業績悪化の根本的な原因を把握
　したい…など
※条件変更などの金融支援が必要です。

こんな皆さんにおすすめ

支援を受けた専門家への支払費用に対する補助
総額の2/3(上限25万円）

までを補助
フォローアップ

計画策定から
１年後にフォローアップ

総額の2/3(上限300万円）
までを補助

計画策定完了から
3年間のフォローアップ

10
月
25
日

水
木
ロ
ー
ド
で
実
施

妖
怪
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
と
土
曜
夜
市

　
同
Ｐ
Ｔ
に
つ
い
て
、
詳
し

く
は
市
総
合
政
策
課(

☎
47

―
１
０
２
４)

ま
で
。

　
こ
と
し
も
、
い
よ
い
よ
ハ

ロ
ウ
ィ
ン
の
シ
ー
ズ
ン
が
や

っ
て
き
ま
し
た
。
毎
年
恒
例

の
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
「
妖

怪
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
」
は
10
月
25

日
㈯
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
今
回
の
妖
怪
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

は
、
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
土

曜
夜
市
と
の
併
催
と
な
り
、

仮
装
や
パ
レ
ー
ド
以
外
に
も

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
る
予
定

で
す
。

　
当
日
は
、
妖
怪
の
仮
装
で

妖
怪
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
参

加
し
て
、
ゴ
ー
ル
の
境
港
市

観
光
案
内
所(

大
正
町)

に

行
く
と
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
缶

バ
ッ
ジ
と
お
菓
子
が
も
ら
え

ま
す
。

　
ま
た
、
夕
方
か
ら
妖
怪
ハ

ロ
ウ
ィ
ン
パ
レ
ー
ド
も
開
催

さ
れ
、
仮
装
し
た
フ
ァ
ン
の

皆
さ
ん
と
水
木
し
げ
る
ロ
ー

ド
を
練
り
歩
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
妖
怪
と
の
撮
影

会
や
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
振

興
会
の
店
舗
で
１
０
０
０
円

以
上
買
い
物
を
し
た
人
を
対

象
と
す
る
「
ゲ
ゲ
ゲ
の
じ
ゃ

ん
け
ん
大
会
」
も
開
催
の
予

定
で
す(

レ
シ
ー
ト
の
持
参

が
必
要)

。

　
よ
う
や
く
涼
し
く
な
っ
て

き
た
秋
の
夜
に
、
妖
怪
の
仮

装
や
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
楽

し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　
各
イ
ベ
ン
ト
の
時
間
や
場

所
、
申
し
込
み
な
ど
の
詳
細

は
、
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
土

曜
夜
市
実
行
委
員
会
の
Ｓ
Ｎ

Ｓ(

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
、
Ｉ

ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
、
Ｘ)

を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
問
い
合
わ

せ
は
同
実
行
委
員
会
事
務
局

(

鬼
太
郎
の
里
わ
た
な
べ
内

・
☎
42
―
２
１
８
９)

へ
。
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協会けんぽ LINE 公式アカウントでは
健康情報を配信中！
友だち追加はこちらから！

※マイナ保険証をお持ちでない方でも、資格確認書があればこれまでどおりの医療が受けられます。
　詳しくは協会けんぽHPをご確認ください。

鳥取支部
〒680-8560 鳥取市今町２丁目112番地 アクティ日ノ丸総本社ビル５階

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

市
健
康
づ
く

り
推
進
課

(

☎
47
―
１

０
４
１)

へ
。

　
今
回
実
施
し

た
境
港
消
防
署

に
続
き
、
後
半

も
い
く
つ
か
の

企
業
を
訪
問
し
、

健
康
講
座
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　
講
座
は
食
事

チ
ェ
ッ
ク
、
咀そ

嚼し
ゃ
く

チ
ェ
ッ
ク
、

肺
年
齢
測
定
、

体
組
成
測
定

(

筋
肉
量
・
脂
肪

量
・
水
分
量
な

ど
を
数
値
で
把

握)

な
ど
、
様

々
な
分
野
を
体

験
し
な
が
ら
振

り
返
り
が
で
き
ま
す(

申
し

込
み
時
に
ご
要
望
を
お
伝
え

く
だ
さ
い)

。

　
企
業
が
従
業
員
の
健
康
維

持
・
増
進
に
積
極
的
に
関
与

す
る
こ
と
で
、
従
業
員
一
人

ひ
と
り
の
活
力
が
向
上
し
、

業
務
の
効
率
化
や
生
産
性
の

向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
健
康
な
職
場
環

境
を
整
え
る
こ
と
は
組
織
全

体
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
、

結
果
と
し
て
企
業
価
値
の
向

上
や
業
績
の
改
善
に
も
寄
与

し
ま
す
。

　
健
康
講
座
の
詳
し
い
内
容

　
鳥
取
県
内
で
、
警
察
官
を

名
乗
る
詐
欺(

ニ
セ
警
察
詐

　

境
港
市
で
は
、
皆
さ
ん
の
職
場
な
ど
に
職
員(

保
健
師
、

管
理
栄
養
士)

が
訪
問
し
、
健
康
出
前
講
座
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
び
、
境
港
消
防
署(

中
野
町
、
岩
本
和か

ず

貴た
か

所
長)

で
食
事
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
を
行
っ
た
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

境港消防署で健康出前講座

開催希望の企業を募集中

境港市 健康経営を応援

は
、
境
港
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ(

２
次
元
コ
ー
ド
参
照)

に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。
申

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

　
マ
メ
ハ
チ
は
、
縁
あ
っ

て
ネ
パ
ー
ル
東
部
の
イ
ラ

ム
地
方
に
あ
る
茶
園
か
ら

紅
茶
の
茶
葉
を
輸
入
し
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
パ
ッ
ケ
ー
ジ

に
包
ん
で
販
売
。
甘
く
透

明
感
の
あ
る
上
質
で
美
味

し
い
紅
茶
が
手
頃
な
価
格

で
楽
し
め
ま
す
。

　
同
茶
園
は
、
１
９
８
９

年
か
ら
茶
の
栽
培
が
始
ま

り
ま
し
た
。
標
高
約
１
３

０
０
㍍
の
人
里
離
れ
た
土

　

境
港
商
工
会
議
所
会
員
事
業
所
の

押
し
商
品
を
紹
介

す
る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。
今
回
は
、
マ
メ
ハ
チ(

上
道
町
、
カ

メ
ラ
＆
ス
タ
ジ
オ
八
田
内
、
八
田
慎
也
代
表)

の
「
ネ
パ
ー

ル
の
紅
茶
」
で
す
。

我が社

の一品
我が社

の一品

マ
メ
ハ
チ

ネ
パ
ー
ル
の
紅
茶

地
に
あ
り
、
清
ら
か
な
空
気

と
霧
に
育
ま
れ
た
上
質
な
紅

茶
を
作
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

確
か
な
品
質
は
、
着
実
に
紅

茶
を
愛
す
る
人
々
の
心
を
つ

か
ん
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
環
境
と
の
共
生
を

掲
げ
、
２
０
１
７
年
に
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
認
証
を
取
得
。
茶

園
を
あ
げ
て
安
全
な
紅
茶
作

り
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
生
産
の
多
く
は
オ
ー
ソ
ド

ッ
ク
ス
製
法
の
ト
ッ
プ

ク
オ
リ
テ
ィ
ー
の
紅
茶

で
す
。
ネ
パ
ー
ル
で
は

古
く
か
ら
紅
茶
や
緑
茶

が
生
産
さ
れ
、
主
な
輸

出
先
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な

ど
で
人
気
を
博
し
て
き

ま
し
た
。
こ
こ
数
年
は
、

そ
の
高
品
質
、
手
ご
ろ

な
値
段
に
よ
り
、
日
本

で
も
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
イ
ラ
ム
紅
茶
に
使
わ

れ
る
茶
葉
は
年
間
で
春
、

夏
、
秋
の
３
回
収
穫
さ
れ
ま

す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
旬
の
時
期

に
よ
っ
て
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ラ

ッ
シ
ュ
、
セ
カ
ン
ド
フ
ラ
ッ

シ
ュ
、
オ
ー
タ
ム
ナ
ル
と
呼

び
名
が
変
わ
り
ま
す
。
日
本

茶
が
収
穫
時
期
に
よ
っ
て
味

が
変
わ
る
よ
う
に
、
紅
茶
も

時
期
に
よ
っ
て
全
く
味
が
変

わ
り
ま
す
。

　
八
田
代
表
は
「
３
種
類

の
イ
ラ
ム
紅
茶
を
飲
ん
で
、

お
気
に
入
り
の
味
を
見
つ

け
て
も
ら
え
れ
ば
、
嬉
し

い
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
マ
メ
ハ
チ

(

☎
46
―
０
５
０
９)

に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ニ
セ
警
察
詐
欺
が
多
発
中

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

境港警察署

欺)

の
電
話
が
多
数
か
か
っ

て
お
り
、
被
害
も
発
生
し
て

い
ま
す
。

　
ニ
セ
警
察
詐
欺
の
手
口
は
、

犯
人
で
あ
る
ニ
セ
モ
ノ
の
警

察
官
か
ら
▽
「
＋
」
が
付
い

た
国
際
電
話
番
号
や
末
尾
が

「
０
１
１
０
」
の
電
話
番
号

か
ら
着
信
が
あ
る
▽
「
あ
な

た
を
捜
査
し
て
い
る
」
と
言

わ
れ
る
▽
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
登
録
す
る
よ
う
言

わ
れ
る
▽
ビ
デ
オ
通
話
な
ど

で
ニ
セ
モ
ノ
の
警
察
手
帳
や

逮
捕
状
を
見
せ
ら
れ
る
▽
無

実
を
証
明
す
る
た
め
に
お
金

を
振
り
込
め
と
言
わ
れ
る
―

と
い
う
も
の
で
す
。

　
本
当
の
警
察
官
は
、
国
際

電
話
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
て
連

絡
を
し
た
り
、
警
察
手
帳
や

逮
捕
状
を
画
像
送
信
し
て
見

せ
た
り
、
電
話
で
お
金
の
振

り
込
み
を
要
求
す
る
こ
と
は

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
電
話
が
あ
っ

た
場
合
、
ま
ず
は
落
ち
着
い

て
「
地
元
の
警
察
に
確
認
す

る
」
と
言
っ
て
電
話
を
切
り
、

境
港
警
察
署(

☎
44
―
０
１

１
０)

ま
で
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

食
品
サ
ン
プ
ル
を
使
っ
て
毎
日
の
食
事

状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
＝
境
港
消
防
署

春、夏、秋とそれぞれ味の異なる紅茶

10月２日㈭ 午前　　　精神科医

10月９日㈭ 　　　午後 産業医

10月16日㈭ 午前・午後 産業医

10月21日㈫ 午前・午後 産業医

10月23日㈭ 　　　午後 産業医

企業・労働者の相談窓口
　西部地域産業保健センターは、企業と労働者の健
康や長時間労働について個別相談を行っています。

○午前の部＝９時30分～11時30分、午後の部＝１時30分～３時30分
○米子市久米町の西部医師会館会議室で個別に相談に応じます。（無料）
○問い合わせは、西部地域産業保健センターまで。☎２２－３５７０

10月の相談日

　
鳥
取
県
は
、
中
小
企
業
や

小
規
模
事
業
者
の
経
営
課
題

に
対
し
て
、
東
部
・
中
部
・

西
部
の
圏
域
ご
と
に
「
と
っ

と
り
企
業
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
を
構
成
し
て
支
援
し
て

い
ま
す
。

　
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
県
と

商
工
団
体
、
金
融
機
関
、
信

用
保
証
協
会
や
産
業
支
援
機

関
な
ど
、
20
の
機
関
が
連
携

・
協
力
し
て
総
合
的
か
つ
集

中
的
な
支
援
を
行
う
も
の
で

す
。

　
詳
し
く
は
、
境
港
商
工
会

議
所
相
談
課(

☎
44
―
１
１

１
１)

ま
で
。

総合・集中的支援

とっとり企業支援
ネ ット ワ ー ク

20の機関が連携

6



東京製綱株式会社代理店
膨張式救命いかだ
整備事業場

株式会社昭 和 船 具 店
代表取締役 門　永　康一郎

境港市相生町 10 番地　TEL(0859)44－5511（代）
FAX(0859)42－6769　E－mail:info@showasengu.com

運輸局認定

htpps://www.showasenguten.com

株式会社 友和・保険センター
本　店 〒683-0802 鳥取県米子市東福原7-2-6  TEL（0859）34-4938  FAX34-5660
境港店 〒684-0071 鳥取県境港市外江町2361-2  TEL（0859）21-0117  FAX21-0118

ホームページ ： www.youwa-hoken.jp/

一度、当代理店ホームページへ↓↓↓

あなたの町の
　　あなたのサポーターです

保険をお探しのお客様へ　お気軽にご相談ください

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
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（一社）境港青年会議所

検索境港青年会議所

（一社）境港青年会議所　ＪＣプレス

　
境
港
青
年
会
議
所
は
８
月

10
日
、
川
本
龍り

ゅ
う

委
員
長
率
い

る
人
財
育
成
委
員
会
の
設
営

の
も
と
「
Ｖ
ｉ
ｓ
ｕ
ａ
ｌ 

Ｆ

ｕ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ (

ビ
ジ
ュ
ア
ル

・
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー)

セ
ミ
ナ

ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
日
々
取

り
組
む
活
動
、
仕
事
、
人
生

そ
れ
ぞ
れ
の「
目
的
」と「
目

標
」
を
円
錐す

い

の
イ
メ
ー
ジ
で

可
視
化
し
、
確
信
を
持
っ
て

意
思
決
定
で
き
る
人
材
育
成

を
目
指
す
実
践
的
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
す
。

　
参
加
者
は
ア
イ
ス
ブ
レ
イ

ク(

場
を
和
や
か
に
す
る
き

っ
か
け
づ
く
り)

の
後
に
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
▽
目
的

　
本
交
流
会
は
中
海
・
宍
道

湖
圏
域
に
属
す
る
各
地
の
青

年
会
議
所
が
集
い
、
圏
域
全

体
の
経
済
活
性
化
と
会
員
相

互
の
懇
親
を
深
め
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
恒
例
事
業
で
あ

り
、
こ
と
し
は
発
足
50
周
年

の
節
目
を
迎
え
、
そ
れ
に
ふ

さ
わ
し
い
催
し
と
し
て
実
施

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
当
日
は
業
種
別
に
席
を
設

け
、
参
加
者
間
の
名
刺
交
換

や
意
見
交
換
を
通
じ
て
実

務
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ

(

業
種
別
交
流)

が
図
ら
れ
ま

し
た
。

　
会
場
で
は
過
去
50
年
間
の

歩
み
を
振
り
返
る
記
念
動
画

を
上
映
し
、
先
輩
諸
氏
の
尽

力
に
よ
る
圏
域
の
イ
ン
フ
ラ

発
展
や
地
域
連
携
の
軌
跡
を

共
有
。
参
加
者
は
歴
史
へ
の

敬
意
を
示
す
と
と
も
に
、
今

後
の
圏
域
発
展
に
向
け
た
連

携
強
化
の
必
要
性
を
改
め
て

認
識
し
ま
し
た
。

　
交
流
の
中
で
は
、
各
地
青

年
会
議
所
か
ら
の
近
況
報
告

９月例会でベクトルを合わせた参加メンバー

　

境
港
青
年
会
議
所
を
含
む
中
海
・
宍
道
湖
圏
域
の
６
Ｊ
Ｃ

経
済
文
化
交
流
会
は
９
月
13
日
、
島
根
ワ
イ
ナ
リ
ー
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
ハ
ウ
ス 

シ
ャ
ト
ー
弥み

山せ
ん(

出
雲
市
大
社
町)

で
「
６
Ｊ

Ｃ
経
済
文
化
交
流
会 

大
交
流
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

業
種
別
交
流
で
圏
域
連
携
を
促
進

圏
域
６
Ｊ
Ｃ
経
済
文
化
交
流
会 

大
交
流
会
を
開
催

や
事
業
相
談
、
業
種
ご
と
の

課
題
共
有
が
活
発
に
行
わ
れ
、

具
体
的
な
協
業
や
情
報
交
換

の
機
会
が
多
数
誕
生
。

　
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

「
圏
域
内
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
広
が
っ
た
」「
異
業
種
と

の
連
携
の
ヒ
ン
ト
を
得
ら
れ

た
」「
50
年
の
歴
史
を
知
る

良
い
機
会
だ
っ
た
」
な
ど
の

肯
定
的
な
声
が
多
く
寄
せ
ら

れ
、
目
的
と
し
て
い
た
経
済

交
流
と
懇
親
促
進
の
面
で
一

定
の
成
果
を
得
ら
れ
ま
し
た
。

目的と目標を可視化し意思決定力の強化へ

人財育成でVFセミナーを実施
ー 人財育成委員会 ー

記
念
動
画
で
過
去
50
年
の
歴
史
を
共
有
す
る
参
加
者

動画でセミナーのプログラム内容を確認

と
目
標
の
定
義
▽
Ｊ
Ｃ
の
円

錐
▽
仕
事
の
円
錐
▽
人
生
の

円
錐
―
と
い
っ
た
各
モ
ジ
ュ

ー
ル(

構
成
要
素)
を
通
じ

て
、
自
身
の
活
動
が
本
来
の

目
的
に
沿
っ
て

い
る
か
を
確
認
。

　
続
い
て
、
各

自
が
グ
ル
ー
プ

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
と
発
表
を

重
ね
る
こ
と
で
、

日
常
業
務
や
Ｊ

Ｃ
活
動
、
人
生

観
の
接
続
点
を

具
体
的
に
検
証

す
る
構
成
で
実

施
し
ま
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
終

了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

「
目
的
が
明
確
に
な
っ
た
」

「
円
錐
を
使
っ
て
頭
の
中
を

整
理
で
き
た
」
と
い
っ
た
肯

定
的
な
意
見
が
多
数
寄
せ
ら

れ
「
迷
い
が
減
っ
た
、
ま
た

は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
た
」

と
答
え
た
割
合
は
目
標
の
80

㌫
を
上
回
る
81
・
３
㌫
に
な

る
な
ど
、
設
定
し
た
事
業
目

的
は
概
ね
達
成
し
た
も
の
と

言
え
ま
す
。

　
川
本
委
員
長
は
「
本
セ
ミ

ナ
ー
を
通
じ
て
、
参
加
者
が

目
的
意
識
を
持
っ
て
行
動
す

る
重
要
性
を
再
確
認
で
き
た

こ
と
は
大
き
な
成
果
で
す
。

今
後
は
今
回
の
学
び
を
各
自

の
Ｊ
Ｃ
活
動
や
本
業
、
人
生

設
計
に
落
と
し
込
み
、
地
域

社
会
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
確

信
を
持
っ
た
意
思
決
定
が
で

き
る
人
材
育
成
に
つ
な
げ
て

い
き
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

９月例会を開催
さ か い 夢
みなと朝市

記念事業に向けて一致団結

出店者説明会も

　
９
月
10
日
に
、
み
な
と
テ

ラ
ス(

上
道
町)

で
田
中
大だ

い

志じ

委
員
長
率
い
る
総
務
ま
ち

づ
く
り
委
員
会
設
営
の
も
と
、

９
月
例
会
を
開
催
。
平
野
陽

平
理
事
長
が
挨
拶
を
行
い
、

記
念
事
業
に
向
け
て
一
致
団

結
し
て
行
う
こ
と
を
誓
い
ま

し
た
。

　
ま
た
、
例
会
前
に
開
催
し

た
「
さ
か
い
夢
み
な
と
朝
市

Ⅲ
～
そ
し
て
伝
説
へ
～
出
店

者
説
明
会
」
で
は
、
数
多
く

の
出
店
者
の
皆
さ
ん
に
説
明

を
行
い
、
企
画
実
施
内
容
の

理
解
、
当
日
の
動
き
な
ど
を

入
念
に
確
認
。

　
説
明
会
か
ら
引
き
続
い
て

の
例
会
と
い
う
長
丁
場
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
全
メ
ン
バ

ー
で
記
念
事
業
成
功
に
向
け

て
ベ
ク
ト
ル
を
合
わ
せ
ま
し

た
。た

だ
い
ま

会
員
募
集
中

　
私
た
ち
は
、
地
域
の
課
題

解
決
に
取
り
組
む
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。
気
に
な
る
問

題
や
個
人
で
は
解
決
で
き
な

い
こ
と
で
も
、
若
さ
あ
ふ
れ

る
パ
ワ
ー
と
情
熱
を
持
っ
た

仲
間
が
集
ま
れ
ば
、
解
決
で

き
ま
す
。

　
私
た
ち
と
一
緒
に
、
境
港

青
年
会
議
所
の
会
員
に
な
っ

て
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け

た
活
動
を
企
画
・
運
営
し
て

い
た
だ
け
る
人
を
メ
ン
バ
ー

一
同
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
会
員
資
格
は
▽
年
齢
が
満

20
歳
以
上
38
歳
以
下
の
人
▽

境
港
市
及
び
近
郊
に
居
住
、

ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
人
▽

境
港
青
年
会
議
所
の
趣
旨
に

賛
同
し
て
い
た
だ
け
る
人
―

で
す
。

　
ご
興
味
の
あ
る
人
は
、
境

港
青
年
会
議
所
事
務
局(

☎

44
―
２
７
０
０)

ま
で
。
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代表取締役　酒 井 大 志

しまじ開発有限会社 縁起の良いお餅縁起の良いお餅 誕生餅誕生餅誕生餅
1歳の誕生日に願いを込めて

1歳の誕生日には、一生涯食に不自由しない、一生健康に、一生
円満にとの願いを込めて1升餅（小餅1升分でもいいよ）を背負
わせて、お祝いする縁起の良いお餅です。「ある処にぼたもち
山」でも受け付けています。

㈱酒井商店  ☎0859－42－2258要予約

「米子鬼太郎空港　空の日イベント2025」開催！
とき：2025年10月4日（土）午前10時～午後2時
ところ：米子鬼太郎空港（境港市佐斐神町1634番地）
ことしも、米子鬼太郎空港では「空の日イベント」を開催します！
米子-台湾便の往復航空券が当たる抽選会をはじめ、
航空にちなんだ楽しいイベントを開催します。　

イベントの詳細は、米子鬼太郎空港の公式ホームページを
ご確認ください。

※駐車場の混雑が予想されるため、公共交通機関の利用をお願いします。

米子鬼太郎空港
公式HPはこちら↓

　
前
月
号
の
ク
イ
ズ
問
題

は
「
ジ
ュ
ー
シ
ー
で
み
ず
み

　
境
港
商
工
会
議
所
と(

一

社)

境
港
観
光
協
会
は
10
月

５
日
、
境
港
妖
怪
検
定
を
実

施
し
ま
す
。
こ
の
検
定
は
、

ず
し
い
味
わ
い
が
特
徴
の
若

松
葉
が
に
は
、
脱
皮
し
て
か

ら
○
カ
月
以
内
の
松
葉
が
に

の
こ
と
を
指
し
ま
す
。
〇
に

当
て
は
ま
る
期
間
は
ど
れ
で

し
ょ
う
」
と
い
う
も
の
で
、

正
解
は
②
の「
６
カ
月
以
内
」

で
し
た
。

賞
品
　
若
松
葉
が
に
し
ゃ
ぶ

 

夢
み
な
と
タ
ワ
ー

 「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
イ
ベ
ン
ト
」

　
賑
や
か
な
飾
り
付
け
や
フ

ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
が
登
場
し
、

館
内
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ム
ー
ド

一
色
に
。
衣
装
の
無
料
貸
出

も
あ
る
の
で
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

の
仮
装
を
し
て
写
真
撮
影
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
期
間
中
に
は
、
お
菓
子
プ

レ
ゼ
ン
ト
や
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
日
替
わ
り

で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、

イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん
で

す
。

日
程
　
10
月
１
日
㈬
～
11
月

３
日
㈪

　
詳
し
く
は
、
夢
み
な
と
タ

ワ
ー
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(

「
夢
み
な
と
タ
ワ
ー
」
で

検
索)

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
夢
み
な

と
タ
ワ
ー(

☎
47
―
３
８
０

０)

ま
で
。

妖
怪
の
権
威
・
水
木
し
げ
る

先
生
の
妖
怪
考
察
を
通
じ
て

高
め
た
妖
怪
に
対
す
る
知
識

を
「
妖
怪
博
士
」
と
し
て
公

式
に
認
定
す
る
も
の
で
す
。

今
回
は
５
３
１
人
の
受
験
申

し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。
今

回
の
申
込
者
数
は
歴
代
４
番

目
に
多
い
と
の
こ
と
。
新
規

の
受
験
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

ペ
ン
を
置
い
て

正解と当選者

夢
み
な
と
タ
ワ
ー

10
月
の
イ
ベ
ン
ト

し
ゃ
ぶ
用(

棒
肉)

当
選
者(

敬
称
略)

　
▽
小

滝
悦
子(

清
水
町)

▽
中
川
益

代(

中
野
町)

▽
角
和
彦(

三

軒
屋
町)

▽
木
下
桂
子(

森

岡
町)

▽
神
田
賢
治(

小
篠
津

町)ス
ポ
ン
サ
ー
　
㈲
か
に
の
渡

辺(

昭
和
町)

水
木
し
げ
る
記
念
館
の
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
な
ど
に
加
え
、
映

画
「
鬼
太
郎
誕
生 

ゲ
ゲ
ゲ

の
謎
」
の
ヒ
ッ
ト
も
大
き
く

貢
献
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

今
で
も
水
木
先
生
に
見
守
ら

れ
て
い
る
よ
う
な
気
持
ち
に

な
り
ま
し
た
。
妖
怪
検
定
の

発
展
に
努
め
て
い
か
ね
ば
と

思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

次のクイズに答えてください。
①～③までのうち、どれか一つが正
解です。正解した人には抽選でプレ
ゼントを差し上げます。

ハガキにクイズの答え、郵便番号、住所、氏名、年齢、
電話番号、境港商工会議所ニュースについてのひと
ことを明記して、下記の宛先まで送ってください。

応募のきまり

〒６８４-８６８６ 境港市上道町３００２
� 境港商工会議所 クイズ係

宛先

ＦＡＸ（４２－６５７７）
［E-mail］cci＠sakaiminato.comでもＯＫ。

応募締切

スポンサー　　マメハチ(上道町)

10月8日㈬(当日消印有効)

① 冬・春・夏
② 夏・秋・冬
③ 春・夏・秋

マメハチ(上道町)が販売しているネパール紅
茶シーズンセットは、三つの季節の味が楽し
めます。さて、それは、どの季節でしょうか。
(ヒントは６ページ)

賞品  「ネパール紅茶シーズンセット」 ５名様

8

商工会議所会員を招いて

招待席

○創業のきっかけ？…当店がある場所は、以前は「きみ美
容室」でした。代表の高柴貴美恵先生が引退された後も、
この店で美容師として働いていた私の義母が、店名はそ
のままに72歳で同美容室を引き継ぐことになりました。
地元マダムご指名の美容師として忙しい毎日でしたが、
独立して１年が経過したころ、病気が見つかり治療に専
念することに。お客様を大切にし、誇りを持って仕事を
する姿を見ていたので、悔しい思いでしたが、そんなと
き私に「カフェやりたいって言ってたね。きみ(美容室)
を使うといいよ」と話してくれました。義母が大切にし
ていた美容室時代のお客様にも来ていただき、地元に根
付いたお店でありたいという気持ちを込めて、美容室の
外観はそのままにし「きみ」の名前も残しました。
○おすすめポイントは？…珈琲の豆選びや焙煎度合いは
仕入れ先の焙煎師と相談しながら決めています。自家製
シロップで作るクラフトコーラやチャイなど、小さなこ
だわりを詰め込んだメニューも好評です。当店は、雑貨
も扱っています。松江・玉造温泉街にある姉妹店「小さ
なビンテージ雑貨のお店meguri.(メグリ)」は、ことし
で５年目になりました。収集した国内外の器は店内飲食
用にも使用していますので、そこも楽しんでいただきた
いです。
○お客様は？…地元や山陰の皆さんはもちろん、水木しげ
るロードの近くですので、観光客も含めて色々な人との
ご縁があれば嬉しいです。
○今後の事業展開（展望）？…「薬膳スイーツ」や「わんこの
和漢おやつ」は専門家と共同開発しています。こういっ
た漢方や薬膳の要素を取り入れながら、美味しくて体に
も嬉しい季節ごとのメニューを考えています。
○一言PR…現在は営業日も少なく、メニューも豊富とは
いえませんが、一杯の珈琲を淹

い

れる時間は、"きみ"だけ
のために。当店で過ごしていただく時間が心地よい自分
時間でありますように。こんな想

おも

いも込めたお店です。
気軽にお立ち寄りください。

【事業所のあらまし】
代 表 者 	荒谷圭香(あらたに・けいこ)
所 在 地	 境港市末広町78(元・きみ美容室)
営 業 日	 週に１日程度
	 (インスタグラムの営業カレンダー
	 をご覧ください)
事業内容	 カフェ  インスタグラムの2次元コード

きみの喫茶室

北
●

大港神社
●

大港神社

水木しげる記念館
●

水木しげる記念館
●

水木しげるロード

きみの喫茶室

ステキなヴィンテージ食器もお楽しみに
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